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京都市⽴開建⾼校グランドデザイン

開建⾼校
Kaiken High School

目指す学校像
生徒を主体とした⾼校教育の実践により、生徒が教職員とともにこれまでにない生徒のため
の学校を創り続ける学校

開建の使命
生徒⼀⼈⼀⼈が⾃分の可能性や良さを⾒つけ、⾃らの成⻑を実感できる学校

教育目標
より良い未来をめざし、個性を活かして社会を協創する生徒の育成

やりたいこと、できること、
すべきことがある私

やってみたい︕
がある私

なりたい私
協創により幸せに生きる私

やってみたい︕
に挑戦する私

やってみたいをやってみるスパイラルストーリー

入学時
協創者を目指す私

⾃身の内面から湧き上がるやっ
てみたいをやってみる段階
⾃身の内面から湧き上がるやっ
てみたいをやってみる段階

「私」は何者か︖
だから私はそれがやりたい

（⼀つ⼀つの⾏動を選択している認識をもつ）

どのように周囲と関わるか︖
だから私は他者と挑戦したい

社会にどのような形で貢献するか︖
私だから取り組む価値がある

実際にやっている⼈の姿を⾒
て、⾃分もやってみる段階
実際にやっている⼈の姿を⾒
て、⾃分もやってみる段階

示された取り組みに興味を
持って、やってみる段階
示された取り組みに興味を
持って、やってみる段階

開建⾼校のスクール・ポリシー
育成を⽬指す資質・能⼒に関する⽅針
⾃らの成⻑とともに他者と協働しながら、より良い未来社会の創造に主体的に取り組むこと
ができる⼈物（協創者）の育成を目指し、以下の資質・能⼒を育成する。
挑戦⼒、対話⼒、協働⼒、思いやる⼼、貢献志、学び続ける⼒

教育課程の編成及び実施に関する⽅針
⾃らを変え、未来の社会を形成していく協創者を目指す生徒たちのガイドとして、ともに考
え、ともに歩み、協創的に学習体験（＝カリキュラム）をつくり上げるために、教科横断的
な視点や、３年間の展望、多様な⼿⽴てを持ち、次に示す生徒の姿と照らし合わせながら教
育課程を編成・実施する。
○生徒は、学びが未知の事柄や実社会のあり⽅、より良い未来のあり⽅と⾃らの生き⽅に
つながっていることを実感する。

○生徒は、学びを進める中で考え、対話・協働や省察・振り返りを⾏い、⾃分の学びをデ
ザインし、さらなる学びへとのめり込む。

○生徒は、多様な他者、地域・社会との関わり合いの中で、⾃らの「やってみたいこと」
を⾒いだし、まだ⾒ぬ⾃分に変化することを期待し、挑戦する。

入学者の受入れに関する⽅針
本校の育てたい生徒像である「協創者」を目指して、多様な⼈たちと意欲的に関わり、コ
ミュニケーションをとろうとするとともに、身につけた知識や技能を活⽤し、問いの発⾒や
解決を楽しもうとする生徒

生徒⼼得
様々なものをよく⾒て、⾃由に考えてみること。
多くのことに興味を示し、⾃分たちでやってみたいことに挑戦する⼼を育てること。
周囲の⼈の考えを受け⽌め、対話を通じて相⼿の⼼を慮って⾏動すること。
常に⾃分や社会をより良くしようとする志を持つこと。

教職員⼼得
（現在、教職員で検討をしています）

やってみたいをみつけるために
●好きなこと、嫌いなことを明確にしてみよう
●身近な⼈のやってみたいをやってみよう
●あえて苦⼿なことに挑戦してみよう
●⼀緒に取り組む仲間を⾒つけよう

開建⾼校では⾃分⾃身を知ることや、地域・社会に
出て、様々な⼈と関わることや、やってみたいこと
をもつ仲間との出会いを⼤切にしています。
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開建高校 学びの設計書

⾃分⾃身に
ついて知る

個性を活か
して協働し，
挑戦する

⾃由な発想
で，未来を
創る

対話や協働等の活動を通
して，⾃分の得意や⾃分
の考えを⾃覚する

学校を出て，社会の現状
を知り，より良い未来に
向かってアイデアを形に
することに挑戦する

視点を時間的・空間的に
広げ，在りたい未来を想
像し，それを実現する道
筋を考えて⾏動する

「⾃分らしく⽣きていくために必要な，⾃ら考え⾃ら学ぶ⼒」をつける学び
仮説①︓⾃分らしく生きていくためには，⾃分の良さや可能性を認識し，他者を尊重すること，かつ，⾃分が未来社会の創り

⼿であるという志をもつことが必要ではないか
仮説②︓⾃ら考え⾃ら学ぶためには，学びが楽しく，⾃⼰の成⻑につながるものと感じられ，かつ，学び⽅がわかっているこ

とが必要ではないか

教
育
活
動
の
３
本
の
柱

自己
受容

自己
効力

自己
信頼

自己
決定

自己
有用

安⼼・安全な状態

関⼼
好奇
⼼

枠外
の
思考

対話
協働

新たな学びを生み出すために
は，⾃分を肯定する⼒が必要

⾃⼰変容
⾃⼰実現

学びのスキルの習得
・仮説検証のスキル
・クイックレスポンスのスキル
・ストーリーテリングのスキル
・デザイン思考のスキル
・ブレインストーミングのスキ
ル

・シンキングのスキル 等

教わる ⾃分で
考える

他者と何か
を共に創る学びの転換

マインドの
転換

硬直した
マインドセット

しなやかな
マインドセット

学びの楽しさ

成⻑の目標

生徒によって異なる

生徒の数と同じ
数の学びとキャ
リア発達がある
⾃分に適した学
び⽅を修得する
必要がある

・学びの個別最適化
・⾃分で目標を⽴て，
達成する学び

学ぶ意欲が旺
盛で
オリジナリ
ティ，
クリエイティ
ビティに⻑け
た⼈物

⼼の体幹を鍛える
・ストレスを緩和
・ネガティブな⾏動につながる
感情をコントロール

・考え⽅などの癖に気づき，よ
り良い結果を得るよう修正

・他者と協働するための⼈間関
係づくり
等

First Stage 必履修科目
・受動的な授業から，課題に対する問いを⽴て，講
義だけでなく，対話や協働により解にたどりつく
学び

・各教科等の⾒⽅考え⽅を再認識する学び

Second Stage 共通履修科目
・⾃分で問いを⽴て，対話や協働により解にたどり
つく学び

・⾃分で様々な学びの型を試して身につける
・各教科等の⾒⽅考え⽅を使う学び

Third Stage 選択科目
・⾃分で問いを⽴て，対話や協働を駆使して解にた
どりつく学び

・⾃分の学びの型を確⽴し，⾃分で設定した目標を
達成する

・他教科の⾒⽅考え⽅をも⾃在にはたらかせて物事
を捉える学び
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標準
単位
数

1年 2年 3年 計
標準
単位
数

1年 2年 3年 計

現代の国語 2 2 英語コミュニケーションⅠ 3 3

言語文化 2 2 英語コミュニケーションⅡ 4 4

論理国語 4 2 2 英語コミュニケーションⅢ 4 4

文学国語 4 ◇2 ◇2 Skills in Assertive EnglishⅠ ※ 2

古典探究 4 2 2 Skills in Assertive EnglishⅡ ※ 2

言語活用 ※ ▲2 Skills in Assertive EnglishⅢ ※ 2

地理総合 2 2 家庭 家庭基礎 2 2 2

地理探究 3 □3 ■3 情報 情報Ⅰ 2 2 2

歴史総合 2 2 ルミノベーションⅠ ※ 2

日本史探究 3 □3 ■3 国語探究 ※ ★2

世界史探究 3 □3 ■3 グローカルワーク ※ ★2

地理活用 ※ □1 ローカルヒストリー ※ ★2

日本史活用 ※ □1 グローバルヒストリー ※ ★2

世界史活用 ※ □1 数学探究 ※ ★2

公共 2 2 自然科学探究 ※ ★2

倫理 2 ●2 スポーツ探究 ※ ★2

政治・経済 2 ●2 発展の芸術 ※ ★2

公民活用 ※ ▲2 English Project ※ ★2

数学Ⅰ 3 3 Academic Reading and Writing ※ ★2

数学Ⅱ 4 4 生活探究 ※ ★2

数学Ⅲ 3 ■3 31 30 29 90

数学A 2 2

数学B 2 1

数学C 2 1

数学活用α ※ ◆2

数学活用β ※ ◆2

物理基礎 2 △2 ▲2 3～6 2 2 1 5

物理 4 ◇2 ◇2 33 32 30 95

化学基礎 2 2 1 1 1 3

化学 4 □3 □1 34 33 31 98

生物基礎 2 △2 ▲2 備考

生物 4 ◇2 ◇2 △群、□群、◎群、☆群、▲群、◆群、■群、●群からは、それぞれ1科目を選択する。

地学基礎 2 2 ★群からは、2科目を選択する。

体育 7～8 2 2 3 ◇群からは、1科目を選択し、2、3年で継続して履修する。

保健 2 1 1

音楽Ⅰ 2 ◎2

美術Ⅰ 2 ◎2

書道Ⅰ 2 ◎2 ■群は、□群と同一名称の科目を重複して選択することはできない。

▲群は、△群と同一名称の科目を重複して選択することはできない。

△群は、2年前期に履修する科目である。

令和5年度　ルミノベーション科　教育課程表
京都市立開建高等学校　　　

教科・科目 教科・科目

17

地理歴史 4～11

ルミノベーション 6各
学
科
に
共
通
す
る
教
科
・
科
目

国語 12～18

各
学
科
に
共
通
す
る
教
科
・
科
目

外国語

総合的な探究の時間(協創Ⅰ・協創Ⅱ・協創Ⅲ)

公民 4～6

数学 13～16

小計

専
門
教
科

小計

理科 6～16

特別活動（ホームルーム活動）

週当たりの時間数

保健体育 9

芸術 2

□群は、2年から3年前期にかけて履修する科目である。2年で地理探究を選択したものは地理活用を、日
本史探究を選択したものは日本史活用を、世界史探究を選択したものは世界史活用を3年で選択し、化
学を選択したものは2、3年で継続して履修する。
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開建高校 総合的な探究の時間 特徴について

・個で進める探究と他者と協働する探究を並走し，複雑で多様な地域社会での共生のあり方を考える
・初期チュートリアルを終えたら，生徒の責任ある計画の立案・実行に任せ，複数の探究のサイクルを経験
・成果ではなくプロセスを重視し，生徒が自由に発想し，確かな自信をもって行動に移す姿勢を喚起

1年前期 1年後期 ２年 3年前期

自己の視点を拡張し
他者と協創する
基本スキルを獲得

・協創パースペクティブ
自分の視点を教科の観点から拡張

・Small Start!
日常のアップデートを形にしてみる

「まずは，やってみる」 「書を携えて，街へ出よう」

コアスキルの理解

・京都探究
企業等から「考える素
材」を受け取り、前期
の活動で得た視野や
スキルを活用して、自
分たちなりの視点か
らありたい未来を想
像・提言する

「やってみたいをやってみる」

・「それしかないわけない

でしょう！」
自由な発想から「ありた
い未来」を想像し，自分や
他者の視点や発想と結び
つけ，イノベーションへ向
かう
他学年，学校外の人々と
の協働を複数回経験する

・自ら活動のあり方を考え，
他者との協創を重ねていく

個人/グループ 研究/実践
同年齢/異年齢 発表/実装

など…

「The Sky is (NOT) The Limit」

さ
ら
な
る
問
い
を
胸
に

羽
ば
た
く
「協
創
者
」
へ

ルミノベーションⅠ

コアスキルの活用

フェイズⅠ
⾃⼰の内面に迫る

価値観や考え⽅、性格や特性
について客観的な評価も織り
交ぜ⾃分の内面に迫る。また、
社会を⾒通し未来を思考する
スキルや未来を創るために
必要なスキルを身につける。

フェイズⅡ
社会の現状に触れる

学びのフィールドとして地域
社会に出て、そこで起こって
いること、起こりつつあるこ
とを五感で感じる。仮説検証
型の学びを通して、⾃⼰の
在り⽅について考える。

フェイズⅢ
未来を想像し、
具体化を探る

ありたい未来を想像し、その
実現に向けて、⾃分の個性を
発揮し、⾃分らしいアプロー
チでまわりを良くしていく
ことのできる具体的な⽅策
を探る。

フェイズⅣ
他者と実現のための
具体を創る

未来に挑戦する京都の企業や
団体の⼈たちと結びつき、
フェイズⅢで考えた具体化の
⽅策を実現するイノベーショ
ンプランを考え、実現する。

フェイズⅤ
未知の領域へ
⾃分らしく挑戦

これまでの取り組みを振り返
り、さらにやってみたい、さ
らに知りたいを生み出すこと
で、⾃らがやりたいこと、で
きること、すべきことに向け
て新たなことに挑戦する。

や
っ
て
み
た
自
信

次
の「
や
っ
て
み
た
い
」

発
見

さ
ら
な
る
問
い
を
発
見
し

「
や
っ
て
み
た
い
」を
駆
動

様
々
な
レ
ベ
ル
の
探
究
を
推
進
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フェイズⅠ

フェイズⅡ

フェイズⅢ

フェイズⅣ

フェイズⅤ

開建高校 総合的な探究の時間(協創Ⅰ～Ⅲ)

協創パースペクティブ Small Start!
学校設定科目

ルミノベーションⅠ

京都探究

「それしかないわけ
ないでしょう！」

協創

・「地域」「未来」ありたい姿の実現へ
・「やってみたいをやってみる」

生徒は活動のあり方を自ら設計
…個人/グループ 研究/実践 単発/複数

・学校内外のアクターと協創し，挑戦

ルミナス
プレゼンテーション

地域社会

考
え
る
「枠
組
み
」提
供

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

開建フェス 提
案

協
働

責
任
の
移
行
レ
ベ
ル学びの言語化

確かな自信と新たな可能性への挑戦

支援へと移行する授業の型

教科の学びを生かす アイディアを実現する

対話型鑑賞

-7-


